
て
も
'
学
ぶ
こ
と
の
多
い
も
の
で
あ
る
。

(
A
5
判
　
三
四
七
ペ
ー
ジ
　
平
成
二
年
三
月
十

大
　
槻
　
和
　
夫
編

『
国
語
教
育
学
』

本
書
は
、
大
学
に
お
い
て
小
学
校
国
語
教
材
研

究
・
国
語
科
教
育
法
を
学
び
へ
将
来
国
語
教
師
を

目
指
す
学
生
、
そ
し
て
、
小
学
校
に
お
け
る
国
語

科
教
育
を
全
面
的
に
理
解
し
て
お
き
た
い
と
考
え

る
若
い
教
師
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
o

ま
え
が
き
/
序
章
　
国
語
教
師
へ
の
道
/
第
1

章
　
国
語
科
の
仕
事
/
第
2
章
　
言
語
の
指
導
/

第
3
章
　
話
し
言
葉
の
指
導
/
第
4
章
　
文
学
作

品
の
指
導
/
第
5
章
　
説
明
文
章
の
指
導
/
第
6

章
　
読
書
生
活
の
指
導
/
第
7
章
　
作
文
の
指

導
/
第
8
章
　
国
語
科
に
お
け
る
評
価
/
第
9
章

国
語
の
教
材
研
究
と
授
業
の
改
善

ま
ず
序
章
で
'
国
語
教
師
の
持
つ
べ
き
心
が
ま

え
と
し
て
'
川
教
師
自
身
の
言
語
生
活
の
向
上
へ

惚
国
語
科
教
育
に
つ
い
て
の
広
い
深
い
理
解
、
矧

国
語
教
育
実
践
の
錬
磨
へ
　
の
三
点
を
掲
げ
て
い
る
。

五
日
発
行
　
渓
水
杜
　
四
五
〇
〇
円
)

(
山
元
　
悦
子
)

次
い
で
第
l
章
で
'
国
語
科
の
役
割
を
'
「
言
語

の
教
育
」
へ
「
言
語
活
動
の
教
育
」
と
確
認
し
'
第

2
章
で
言
語
事
項
の
指
導
法
を
中
心
に
し
た
。
「
言

語
の
教
育
」
と
し
て
の
国
語
科
教
育
、
そ
し
て
、

第
3
-
7
章
で
、
国
語
科
教
育
の
指
導
内
容
領
域

そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
法
か
ら
な
る
「
言
語
活
動
の
教

育
」
と
し
て
の
国
語
科
教
育
の
モ
デ
ル
が
網
羅
的

に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
へ
指
導
法
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
た
各
々
の

章
で
は
'
本
質
論
的
な
基
礎
づ
け
が
な
さ
れ
た
後

で
'
そ
れ
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
指
導
モ
デ
ル
が

示
さ
れ
て
お
り
へ
単
な
る
技
術
的
な
方
法
論
の
叙

述
に
片
寄
る
こ
と
-
'
現
代
の
国
語
科
に
内
在
す

る
諸
条
件
と
の
関
連
の
中
で
、
求
め
ら
れ
る
べ
き

指
導
法
が
'
体
系
的
に
考
案
さ
れ
て
い
る
。

編
者
が
ま
え
が
き
の
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

各
章
は
比
較
的
若
い
研
究
者
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
へ
読
書
に
対
し
て
l
方
的
に

語
り
か
け
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
試
案
を
基
に
、

国
語
教
師
を
目
指
す
'
あ
る
い
は
若
い
国
語
教
師

が
'
共
に
試
行
錯
誤
を
積
み
重
ね
へ
　
よ
り
よ
い
国

語
の
授
業
づ
-
り
を
考
え
て
い
く
可
能
性
を
開
い

て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

(
A
5
判
　
1
九
l
ペ
ー
ジ
　
平
成
二
年
十
月
発

行
　
福
村
出
版
　
二
〇
〇
〇
円
)

(
土
山
　
和
久
)
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田
　
近
　
淘
　
[
・
浜
　
本
　
純
　
逸
・
大
　
槻
　
和
　
夫
編

『
た
の
し
く
わ
か
る
高
校
国
語
I
・
Ⅱ
の
授
業
』

本
書
は
、
「
ま
え
が
き
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
　
徒
の
国
語
科
離
れ
・
授
業
形
式
の
パ
タ
ー
ン
化
と

う
に
へ
現
在
の
国
語
教
育
が
抱
え
る
'
児
童
・
生
　
い
っ
た
問
題
の
克
服
に
向
か
い
へ
さ
ら
に
は
科
学

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形



技
術
の
発
達
や
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展
な
ど
の

社
会
の
急
激
な
変
化
へ
の
対
応
を
目
指
し
て
お
り
へ

こ
れ
か
ら
の
国
語
の
授
業
の
可
能
性
を
切
り
開
い

て
ゆ
く
国
語
教
師
に
と
っ
て
'
指
標
と
な
る
べ
き

実
践
事
例
の
集
大
成
と
言
え
へ
啓
蒙
の
書
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

各
編
と
も
'
構
成
は
「
I
　
実
践
の
指
標
」
、

「
Ⅱ
　
実
践
事
例
」
、
「
Ⅲ
　
こ
れ
か
ら
の
実
践
と
研

究
」
へ
　
の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。
巻
頭
の
「
実

践
の
指
標
」
と
巻
末
の
「
こ
れ
か
ら
の
実
践
と
研

究
」
で
は
'
編
集
代
表
の
三
氏
を
含
む
国
語
教
育

研
究
の
第
一
人
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ジ
ャ
ン
ル
に
応
じ
た
目
指
す
べ
き
国
語
教
育
の
あ

り
か
た
が
教
示
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
実

践
者
に
よ
る
「
実
践
事
例
」
に
お
い
て
扱
わ
れ
て

い
る
教
材
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
。

「
-
　
文
学
」
で
は
'
『
羅
生
門
』
・
『
こ
こ
ろ
』

・
『
山
月
記
』
な
ど
伝
統
的
教
科
苔
教
材
の
実
践

事
例
を
は
じ
め
へ
「
詩
」
・
「
現
代
俳
句
」
・
「
俳

句
」
の
授
巣
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
自
己
と

人
間
社
会
へ
の
認
識
を
深
め
る
」
目
標
の
も
と
に

文
学
の
表
現
の
学
習
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。
「
2

説
明
・
論
説
・
作
文
」
で
は
'
教
材
と
し
て
『
日

本
文
化
の
雑
種
性
』
・
『
体
験
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
』
・
『
レ
ト
リ
ッ
ク
感
覚
』
・
『
無
情
と
い

う
こ
と
』
・
『
近
い
旅
・
遠
い
旅
』
の
説
明
・
論

説
教
材
の
授
業
例
を
掲
げ
る
は
か
へ
小
論
文
・
作

文
の
指
導
や
、
単
冗
学
習
の
実
践
事
例
を
掲
載
し

て
'
言
語
の
教
育
と
し
て
の
国
語
教
育
と
い
う
視

座
か
ら
'
広
-
こ
と
ば
の
学
習
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
3
　
古
典
」
で

は
'
『
今
昔
物
語
集
』
・
『
徒
然
草
』
・
『
枕
草

子
』
・
『
源
氏
物
語
』
・
『
平
家
物
語
』
・
『
万

糞
集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
』
・
『
西

鶴
』
・
『
史
記
』
の
実
践
節
例
を
紹
介
し
て
'
「
古

典
俳
句
(
芭
燕
・
1
茶
)
・
「
漢
詩
」
の
授
業
も

リ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
「
受
験
の
た
め
仕
方
な
く

古
典
を
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
幸
」
か
ら
、

「
古
典
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
幸
福
」
　
へ
と
学
習

者
を
導
ノ
＼
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

実
践
報
告
の
そ
れ
ぞ
れ
に
'
執
筆
者
の
熱
意
と

創
意
を
あ
り
あ
り
と
感
じ
へ
国
語
の
授
業
に
つ
い

て
自
身
の
認
識
を
改
め
さ
せ
ら
れ
る
三
冊
で
あ
る
。

(
A
5
判
　
二
三
l
ペ
ー
ジ
(
-
〇
　
二
四
六
ペ
ー

ジ
(
2
)
二
l
五
三
ペ
ー
ジ
(
3
)
　
平
成
二
年
九
月

二
十
日
発
行
　
あ
ゆ
み
出
版
　
各
二
五
七
五
円
)

(
所
　
康
俊
)
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下
　
田
　
　
　
忠
著

『
万
葉
長
歌
の
表
現
研
究
』

前
著
『
山
上
憶
良
長
歌
の
研
究
』
に
続
き
へ
対

象
を
憶
良
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
代
表
歌
人
へ
無
名

の
歌
人
の
長
歌
に
ま
で
広
げ
へ
考
察
が
加
え
ら
れ

た
も
の
が
本
容
で
あ
る
。

本
書
は
十
四
章
か
ら
成
る
。
第
1
章
は
「
万
糞

長
歌
研
究
史
」
と
さ
れ
へ
近
世
(
江
戸
)
へ
近
代

(
明
治
・
大
正
)
へ
　
現
代
(
昭
和
)
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
お
け
る
万
乗
長
歌
の
研
究
史
を
「
表
現
の

研
究
」
と
い
う
視
点
か
ら
ま
と
め
へ
位
置
づ
け
が

行
わ
れ
て
い
る
。
第
二
章
以
降
に
お
い
て
は
、
額

田
王
・
柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
・
笠
金
村
・
高

橋
虫
麻
呂
・
大
伴
家
持
・
大
伴
坂
郎
女
等
、
長
歌

の
代
表
歌
人
た
ち
、
遣
唐
使
の
母
・
遣
新
羅
使
人

等
無
名
の
人
々
の
長
歌
に
関
し
て
、
ほ
ぼ
年
代
順

tosho-seibi-repo
長方形




